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記念センタ｝所蔵の東亜同文書院出身者著作物一覧

愛知大学東亜同文書院大学記念センター（以下、

記念センター）では、設立から今日に至るまで多

くの方々から貴重な史資料類の寄贈があり、書籍

類についても、これまでに計120の個人および団

体（※2008年12月末現在）から 15,000冊を超える

数の図書・雑誌類が寄贈された。その120という

寄贈者の中には、東亜同文書院（以下、同文書院

または書院）の卒業生やその御遺族の方も少なく

ないため、記念センターの蔵書には、当然ながら

書院出身者の手による著作物が相当数含まれてい

る。記念センターでは、これらの書籍類を単なる

研究資料としてのみならず、書院生の卒業後の業

績を顕彰するものとしても考えており、蔵書全体

における重要度は非常に高いものとなっているo

以下に掲載する「書院出身者著作物一覧J は、

蔵書整理の作業を進める過程において作成された

書籍リストの一部である。今回は対象を単行本に

限定し、更に原則として「奥付や表題紙等から書

院出身者の著作物であることが明確なもの」のみ

を収録した結果、計159人の書院出身者による312

タイトルの著作物一覧表となった。また、書院出

身者であることの照合については、『東亜同文書

院大学問窓会名簿（2006年版） J （濯友会、 2006年）

及び大学史編纂委員会編 f東亜同文書院大学史J

（濯友会、 1982年）を用いて行なった。

豊田信介

上記のように収録対象をかなり絞ったこともあ

り、少なくともこの条件においては、未収録のも

のはないと信じたい。しかし、約5β00人にも及ぶ

書院出身者の氏名を全て暗記しているわけではな

いため、それとは気付かず見過ごしている書籍が

まだまだあるかもしれない。また本表はそのベー

スが作業用のリストであるため、最小限の書誌情

報のみで分類も何ら行なわれていない。よって今

後は収録対象を広げつつ、文献の記述内容にも踏

み込んで、いく必要があると考えているo

同文書院に関する文献目録としては、成瀬さよ

子編『東亜同文書院関係目録一愛知大学図書館収

蔵資料を中心に－J （愛知大学豊橋図書館、2004年）

が既に刊行されている。この目録は、主として記

述内容と出版者を軸に文献の採録が行なわれてお

り、書院出身者の著作物については回顧録に類す

るものなどに限られている。記念センターでの整

理業務から生まれた本表が、そのような目録をほ

んの僅かでも補完できればよいが、実際この世に

存在し得る書院出身者著作物の総数（その数は見

当も付かないが）を考えれば、こんなものは塵に

も過ぎないかもしれない。しかしながら、本表の

存在が新たな目録作成の種火となるよう期待の意

味を込めて、この一覧表を公表することにしたい。
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〔凡例〕

\1）記載順序は著者である書院出身者の期数（入

学時期）の古いJ!lff とし、同期数内の順列は著

者名の 50 音Jllfl とした。

(2）本表の目的上、書院出身者以外の著者名は省

略した。

(3）ペンネーム等は原則として本名に統ーしたが、

本名不明のものについてはそのままとした。

著者名（期数） 書名

石崎広治郎（2) 思い出のままに

永尾龍造（2) 支那民俗誌（第 1 ・ 2 ・ 6 巻）

永尾龍造（2) 支那民俗誌（複製本）（第 1 ・ 2 ・ 6 巻）

波多野養作（2) シルクロード明治の一人旅

林出賢次郎（2) 庖従訪日恭紀

大倉邦彦（3) 感想

佐藤善雄（3) 新浪人の人生記

上島清蔵（4) 上島清蔵遺稿ヨーロッパ東南アジヤ紀行

石射猪太郎（5) 外交官の一生

石射猪太郎（5) 外交官の一生（中公文庫）

菊池貞二（5) 回顧四十年

菊池貞二（5) 丁杏底雑話

菊池貞二（5) 秋風三千里

馬場鍬太郎（5) 支那経済地理誌交通全編（［全］）

(4）紙面スペースの都合上、書名は基本的にメイ

ンタイトルのみを記載した。

(5）「備考」欄中の「共」は共同執筆、「訳」は訳

書であることを示す。

(6)“[ r で表記している箇所は、文献中に明確

な記述がなく推測であることを意味する。

(7）旧字体は原則として常用漢字に改めた。

出版者名 出版年 備考

青光社 1971 

支那民俗誌刊行会
194仏
1942 

図書刊行会 1973 

創造出版 1985 

満洲帝国国務院
1936 

総務庁情報処

大倉山坐禅会 1967 

編集センター（制作） 1972 

上島芳枝 1969 

大平出版社 1972 

中央公論社 1986 

東光明 1942 

東光明 1942 

南北社 1966 

爵域学会 1922 

馬場鍬太郎（5) 支那経済地理誌交通全編（下）（訂正増補） 馬域学会 1928 

馬場鍬太郎（5) 支那経済地理誌制度全編 同域学会 1928 

馬場鍬太郎（5) 支那経済の地理的背景 東亜同文書院支那研究部 1936 

馬場鍬太郎（5) 支那水運論 東亜同文書院支那研究部 1936 

馬場鍬太郎（5) 北支八省の資源 実業之日本社 1937 

馬場鍬太郎（5) 中支の資源と貿易 実業之日本社 1938 

馬場鍬太郎（5) 支那の資源と日本 講談社 1943 

神尾茂（6) 香港日記 神尾政貴子 1957 

波多博（6) 中国と六十年 ［波多博］ 1965 

波多博（6)
清水輩三 (12) 中国国民革命史 日華文化協会 1972 共
蔵居良造（28)

大西斉（8) 支那の現状 朝日新聞社 1928 

賀来敏夫（8) 支那の思い出 南方書店 1957 

米内山庸夫（8) 雲南四川踏査記 改造社 1940 

波多野乾ー（9) 現代支那 支那問題社 1921 

波多野乾ー（9) 現代支那の政治と人物 改造社 1937 

波多野乾ー（9) 支那劇大観（改蛸版） 大東出版社 1943 

波多野乾ー（9) 中国国民党通史 大東出版社 1943 

波多野乾ー（9) 中国の命運 日本評論社 1946 訳
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記念センター所蔵の東亜同文書院出身者著作物一覧

著者名（期数） 書名 出版者名 出版年 備考

波多野乾ー（9) 中国共産党史（全 7 巻） 時事通信社 1961 

村田孜郎（9) 海裳香国 興亜書局 1940 訳

村田孜郎（9) 抗戦の首都重慶 大束出版社 1940 訳

小口五郎（10) 支那民族史 大東出版社 1944 訳

片山徳行（11) 岳洲詩草 片山徳夫 1986 

牛込佐源太 (12) 牛込佐源太遺稿集 ［不明］ ［不明］

清水萱三（12) 中共覚え書 民族と政治社 1961 

掘内干城 (12) 講和問題の焦点を衝く 協友社 1950 

堀内干城 (12) 中国の嵐の中で 乾元社 1950 

宮田武義 (12) 思賢小詠 ［不明］ ［不明 l
宮田武義（12) 比婆山遊記 宮田武義 1968 

宮田武義 (12) 峨山 ［宮田武義］ 1974 

宮田武義 (12) 林出賢次郎先生 慈航観音会 1981 

宮田武義 (12) 金烏玉兎 慈航観音会 1982 

宮田武義 (12) 白寿遊記山人書展作品集 慈航観音会 1989 

宮田武義 (12) 白寿遊記山人之書 慈航観音会 1989 

宇治田直義 (13) 支那問題ひとすじに放浪五十年 ［宇治田直義］ 1965 

栗原猷彦（13) 暮雲暁色 ［栗原猷彦］ 1983 

鈴木択郎 (15) 標準支那語教本初級編（第 6 版） 東亜同文書院支那研究部 1938 

鈴木択郎 (15) 標準支那語教本高級編（改訂第 5 版） 東亜同文書院支那研究部 1938 

鈴木択郎（15) 張審自訂年譜 内山書店 1942 訳

魚鈴木択郎（15~
返普雄（27 老舎篇四世間堂（上・中） 河出番房 1954 共／訳
桑島信一（29)

高橋君平 (16) j英語形体文法論 大安 1963 

高橋君平（16) 句をきめ手とする中国語文法 高橋君平 1967 

中山優 (16) 対支政策の本流 育生社 1937 

中山優 (16) 支那論と随筆 万江書院 1940 

中山優（16) 中国の素描 明徳出版社 1957 

中山優 (16) 中山優選集 中山優選集刊行委員会 1972 

甲斐多聞太 (17) 阿蘇路甲斐木公遺句集 甲斐清乃 1982 

熊野正平 (17) 現代支那語法入門 三省堂 1942 

熊野正平 (17) 中国語捷径 j雇友会 1962 

熊野正平（17) 日中貿易会話と通信 明治書院 1974 

熊野正平 (17) 中国語大辞典 三省堂 1984 

熊野正平（17) 現代中国語法論 三省堂 1989 

熊野正平（17) 中国標準語教本 ［不明 l ［不明 l
熊野正平（17)

現代中国の展望 カルチャー出版社 1975 共深水高嶺（不明）

岩井英一（18) 回想、の上海 「回想の上海」出版委員会 1983 

佐藤寛一 (18) 謎の老大国 文雅堂銀行研究社 1967 

村上徳太郎（18) 東西の対立を超えて（改訂版） 東光書院出版部 1985 

石川順 (19) 談龍室間話 図書研究社 1941 

石川Jll員（19) 中共 石川順 1956 

石川順 (lg) 砂漠に咲く花 石川順 1960 

遠藤秀造（19) 随筆楠窓（第 3-6 集） 楠窓庵
1985-
1992 
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著者名（期数） 書名 出版者名 出版年 備考

小竹文夫 (lg) 現代（東洋史講座第 10 巻第 5 期） 雄山間 1941 

小竹文夫（19) 近世支那経済史研究 弘文堂書房 1942 

小竹文夫（19) 支那の自然と文化 弘文堂書房 1947 

小竹文夫（19) 中国社会（再版） 三省堂出版 1950 

小竹文夫（19) 東亜の近代化 創元社 1952 共

小竹文夫（19) 社会の進歩（中学校社会科用教科書） 古今書院 (1954] 共

小竹文夫（19) 世界史東洋 雄i軍社 1956 共

小竹文夫（19) 現代中国革命史 弘文堂 1958 共

郷野不二男 (19) 桜と伝説
ジャノT ン・

1978 
パプリッシャーズ

富田稔 (19) 人生八十年 ［富田稔］ 1980 

富田稔（19) 泥柳 ［富田稔］ 1989 

本郷賀一（19) 中国革命史 朝日新聞社 1947 

本郷賀ー（19) 中共の内幕 時事通信社 1962 訳

本郷賀一 (19) 中共の十大問題 時事通信社 1963 訳

本郷賀ー（19) 工作通訊抄 時事通信社 1964 訳

本郷賀ー (19) 中共の経済問題（上・下） 時事通信社 1965 訳

本郷賀ー (19) 文化大革命（｛正 l ・続・ 3) 時事通信社
1967- 訳
1969 

本郷賀ー（19) 抗日戦勝利の前後 時事通信社 1968 訳

本郷賀ー（19) 中共の外交問題 時事通信社 1971 訳

本郷賀良ー（19)
蔵居造（28)

中国知識人の叫び 経済往来社 1966 共／訳

牟田哲二 (19) 陶淵明伝 動草出版サービスセンター 1977 

坂本一郎（20) 私の遺言 ［坂本一郎 l 1989 

坂本一郎（20) 年賀と私の遺言続編 ［坂本一郎］ 1990 

坂本一郎（20) 標準上海語読本 ［不明］ ［不明］

福田勝蔵（20) 普通尺脱文例集 東亜同文書院支那研究部 1937 

坂口幸雄（21) 私の履歴書 日本経済新聞社 1987 

和田斉（21) アジア九カ国 朝日新聞社 1952 

和田斉（21) この途をゆく 中央公論事業出版（製作） 1982 

小秋元隆一（22) 米対華政策の動向 ［朝日新聞調査研究室 l 1949 

宮崎世龍（22) 五ヶ年計画下の新中国 日月社 1953 訳

宮崎世龍（22)
過渡期における国家総路線と

［朝日新聞調査研究室 l 1954 訳
私営工商業の国家資本主義化

宮崎世龍（22) 中華人民共和国中央人民政府
［朝日新聞調査研究室 l 1954 第三年度の財政経済工作（上）

宮崎世龍（22) 北鮮の農業合作社と農村・政策 ［朝日新聞調査研究室 l 1959 訳

宮崎世龍（22) 宮崎世龍遺句集どろ柳 中央公論事業出版（制作） 1998 

宮崎世龍（22) 宮崎世龍遺稿集 宮崎光子 1998 

山本紀綱（22) 徐福東来伝説考 謙光社 1975 

山本紀綱（22) 日本に生きる徐福の伝承 謙光社 1979 

山本紀綱（22) 長崎唐人屋敷 謙光社 1983 

阿部信治（23) 東洋芸術としての書道 ［阿部信治］ 1981 

岩本松平（23) 随筆集百日紅（｛正］・統） 日本随筆家協会 1977-
共

1980 

植村静栄（23) 櫨花一朝の夢 植村静栄刊行後援会 1979 

斉藤征生（23) 私の人生哲学 ［斉藤征生］ [1977] 
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記念センタ一所蔵の東亜同文書院出身者著作物一覧

著者名（期数） 書名 出版者名 出版年 備考

彰盛木（23) 支那経済記事解説 東亜同文書院支那研究部 1934 訳

松崎雄二郎（23) 僕のぶらぶら人生 中央公論事業出版（製作） 1983 

有吉正義（24) 自私集 有吉正義 1982 

石田武男（24) 山田厚教授の諌死よく漢文教育を守る ［石田武男］ ［不明 l
中村加治馬（24) 化石木 中村とき 1977 

平野博（24) 閑適のうた 平野博 1983 

宮崎武雄（24) 思い出 ［不明］ (1995] 

山田清一（24) 景徳鎮磁器の研究 日本学術出版社 1984 訳

安沢隆雄（25) 巴萄長江山峡の旅 多摩ネットワークセンター 1997 

山口慎一（25) 中国札記 山口慎一 1958 

石田武夫（26) 中国語学管見 東方書店 1987 

尾崎庄太郎（26) 支那の工業機構 白揚社 1939 

尾崎庄太郎（26) 支那工業の発達 中央公論社 1941 

尾崎庄太郎（26) 中国民主活動家の証言 日中出版 1980 訳

尾崎庄太郎（26) 俳佃 日中出版 1981 

尾崎庄太郎（26) われ、一粒の麦となりて 結審房 2007 

木嶋清道（26) 封神i寅義 謙光社 1977 訳

中下魁平（26) 仁王拳 錬武館 1978 

西里龍夫（26) 風雪のうた 熊本民報社 1972 

西里龍夫（26) 革命の上海で 日中出版 1977 

山名正孝（26) 支那農業建設論 教育図書 1942 

牛島俊作（27) 米国の重慶援助の全貌 東亜研究会 1941 

牛島俊作（27) 日本言論史 河出書房 1955 

牛島俊作（27) 失言物語 河出書房 1956 

魚返善雄（27) 中国千一夜風雅の巻 日本出版協同 1952 訳

魚返普雄（27) 広東語小説集 小峯書店 1964 ［校訂 l

魚返善雄（27) 物語西遊記 社会思想社 1967 訳

魚返善雄（27) 物語水瀞伝 社会思想社 1968 訳

岩田由一（28) 中国古代造紙技術史 紙の博物館 1979 訳

遠藤進（28) 杏華集 遠藤進 1977 ［訳 l

蔵居良造（28) 戦後におけるインド諸政党の動向 ［朝日新聞調査研究室 l 1951 

蔵居良造（28) インド工業化問題 ［朝日新聞調査研究室］ 1953 

蔵居良造（28) 現段階における中共の国際的地位 ［朝日新聞調査研究室］ 1961 共

蔵居良造（28) 中共の国力発展と中国共産党の指導 防衛研修所 1962 

蔵居良造（28) 台湾問題 大陸問題研究所 1971 

蔵居良造（28) 華僑（改訂版） 日本放送出版協会 1974 共

蔵居良造（28) 台湾のすべて 現代アジア出版会 1977 

蔵居良造（28)
中国工業工場総覧（新版） 現代アジア出版会 1975 共藤岡瑛（33)

蔵居良造（28)
台湾（上） ［朝日新聞調査研究室］ 1965 共竹内義雄（42)

蔵居良造（28)
文化大革命の経過とその問題点について ［朝日新聞調査研究室 l 1967 共杉直彦（43)

庄子勇之助（28) 千山万里の旅 丸誠 1986 

庄子勇之助（28) 戦争とわたくし ［庄子勇之助］ 1987 

庄子勇之助（28) 戦争とわたくし（改訂版） ［庄子勇之助］ 1988 

高橋房男（28) 歌集転生 高橋房男 1977 
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著者名（期数） 書名 出版者名 出版年 備考

高橋房男（28) 歌集大陸十八年 ［高橋房男］ 1991 

中西功（29) 支那の経済機構 岩波書店 1940 共／訳

中西功（29) 中国革命と毛沢東思想 青木書店 1969 

中西功（29) 死の壁の中から 岩波書店 1971 

中西功（29) 中国革命の嵐の中で 青木書店 1974 

中山清一（29) 私の自序伝（［l]-[3]) 中山清一 ［不明 1・
1973 

伊藤紫郎（30) 山女魚と俳句 講談社出版
1981 

サービスセンター（製作）

志波正男（30) j屡済百里の道 ［志波正男］ 1985 

若林輝夫（30) 南船北馬 河内野発行所 1983 

坂井義雄（31) 続々江南詩紗 ［坂井義雄！ [1982] 

森次勲（31) 「貌志」三韓七十七の国名を解く 森次勲 1988 

森次勲（31) 貌志倭人伝と韓伝を解く 近代文芸社 1995 

石田三郎（33) 無抵抗の抵抗 日刊労働通信社 1958 

石田三郎（33) 無抵抗の抵抗（再刊） 石田三郎 1976 

井上佑（34) 征風 ［井上佑 l 1977 

井上倍（34) 洞山感恨嘆賦 ［井上佑 l 1979 

井上佑（34) 回復不能戦争（戦い再び起こすまじ）働突 井ノ口まつ子 2001 

内川大海（34) シルクロードの夢 ｛内川大海］ 1993 

島田孝夫（34) はらから i 島田孝夫］ 2002 

島問孝夫（34) 福島安正将軍書扇額 f剛正J 仕舞記 ［島田孝夫］ ［不明］

清水辰雄（34) 句集風花 南風発行所 1976 

清水辰雄（34) 土偶清水辰雄詩句集 清水辰雄 1997 

近光毅（35) モンゴル人民共和国スフパートル収容所 近光毅 2005 

妻木辰男（35) 我人生に悔なきゃ 静岡教育出版社（制作） 2003 

村上和夫（35) 中国古代瓦当文様の研究
岩波ブック

1990 
サービスセンター（製作）

村上和夫（35) 瓦当文様の謎を追って
岩波ブック

1990 
サービスセンター（製作）

村上和夫（35) 私の郷土史研究 ［村上和夫］ 1990 

村上和夫（35) 中国古代瓦当文様についての講演要旨 ［不明］ (1991] 

村上和夫（35) 中国古代瓦当拓本集撰 村上通 1999 

八木友愛（35) 故八木仁兄遺文冊 ［不明 l [1994) 

渡辺長雄（35) 新中国通貨論 世界経済調査会 1948 

渡辺長雄（35) 中国資本主義と戦後経済 東洋経済新報社 1950 

渡辺長雄（35) カントリーリスク 日本経済新聞社 1980 

渡辺長雄（35) 混迷する中国経済 有斐閣 1991 

渡辺長雄（35) わが世界見聞記 近代文芸社 1998 

渡辺長雄（35) 渡辺蝶遊集桜の山 近代文芸社 1998 

明野義夫（36) 中共における経済成長 ［不明］ 1961 

明野義夫（36) ひらけゆく中国経済 通商産業調査会 1971 共
明野義夫（36) 中国の対外経済交流の展開 大東文化大学東洋研究所 1978 

明野義夫（36)
中国経済図説 日本経営出版会 1972 共大久保泰（36)

大久保泰（36) 中国における天然資源とその開発の可能性 防衛研修所 1962 

大久保泰（36) 毛沢東政権下の整風・粛清と後継者問題 朝日新聞社
1966 ｜安全保障問題調査会
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大久保泰（36) 中国人民解放軍の実態（2)
朝日新聞社

1967 安全保障問題調査会

大久保泰（36) 共産中国出現の推移（上・下） 朝安日新聞社
全保障問題調査会 1969 

大久保泰（36) 中国共産党史（上・下） 原番房 1971 

岡田晃（36) 中国の現状 ［中日新問中国問題調査会］ 1970 

岡田晃（36) 水鳥外交秘話 中央公論社 1983 

岡田晃（36) 香港 岩波書店 1985 

問中多四郎（36) 回顧 田中多四郎 1993 

田中多四郎（36) 人生無限 田中多四郎 1994 

田中多四郎（36) 生命は尽きず 田中多四郎 1995 

田中多四郎（36) 光世一閃 田中多四郎 1996 

田中多四郎（36) 栄え行く ［田中多四郎 l [1996) 

問中多四郎（36) 栄えの道 田中多四郎 1997 

田中多四郎（36) 身辺雑記 ［田中多四郎］ [1997] 

田中多四郎（36) 続く道 ［田中多四郎］ [1997] 

富岡健次（36) 中共軍と行く（復刻版） 富岡幸枝 1972 

春名和雄（36) 思無邪 りえぞん企画（制作） 1995 

藤田照男（36) j商i商録 ［藤田照男 l 1995 

南恭輔（36) 延々七十年 ［南恭輔 l 1992 

村岡正三（36) 風霜八十年 ［村岡正三］ 1994 

村岡正三（36) 狛江講座三日諦メモ ［不明］ [1999] 

村岡正三（36) 月山詩紗 ［村岡正三］ 2004 

山本陸（37) 東亜同文書院生 河出書房新社 1977 

新井宝雄（38) 中国の素顔 毎日新聞社 1966 

新井宝雄（38) 毛沢東と劉少奇 潮出版社 1967 

新井宝雄（38) 批林批孔の内側 大和出版販売 1974 

菊池四郎（38) 只見開発七年史 ［菊池哲郎］ 1997 

田尻泰正（38) 中共の放送事業視察記 ［朝日放送東京支社放送部］ [1957) 

阿部弘（39) 私のアイルランド自転車旅行 ［阿部弘］ [1994] 

伊藤喜久蔵（40) ドキュメント文革の三年 経済往来社 1968 共

伊藤喜久蔵（40) 中国の党政再建の現状 ［中日新問中国問題調査会］ 1970 

伊藤喜久蔵（40) 中国人の心 時事問題研究所 1972 

伊藤喜久蔵（40) 中国のパワー・エリート像 有斐閣 1983 共

伊藤喜久蔵（40) 挑戦する香港 教育社 1985 

加藤通夫（40) 禅海と「背の洞門」のすべて 加藤通夫 1986 

金丸一夫（40) 中国の変革期における
［金丸一夫 l [1977] 

通貨に関する研究（学位論文）

小林淑人（40) 中国大陸駆け歩る記 ［小林淑人］ 2000 

野上正（40) 現代中国の探究 日本評論社 1981 

野上正（40) 時事中国語ハンドブック 東方書店 1985 

野上正（40) 椿庭麗日 ［野上正］ 1996 

野上正（40)
十二才の新中国 野田経済社 1960 共松野谷夫（40)

信元安貞（40) i曙と共に 曙プレーキ工業 1979 

信元安貞（40) 「車笛J くるま談義 日刊自動車新聞社 1988 

松野谷夫（40) 忘れられた国 角川書店 1958 
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松野谷夫（40) 中国の指導者 同友社 1961 

松野谷夫（40) 遥かなる周思来 朝日新聞社 1981 

山田信男（40) 広東海軍武官府の終罵 交通新聞社 2003 

大空不二男（41) 中国の後宮 龍渓書舎 1977 

大空不二男（41) 中国の物産 龍渓番舎 1977 

尾崎茂夫（41) 塞翁が馬 尾崎茂夫 1997 

尾崎茂夫（41) ふたつの荒野 文芸社 2002 

工藤俊一（41) 北京大学超エリートたちの日本論 講談社 2003 

柴田敏之（41) 歳月のうた 南風発行所 1989 

清水徳蔵（41) 中図的思考と行動様式 春秋社 1984 

高田富佐雄（41) 太陽を射る中国 弘文堂 1965 

高田富佐雄（41) 七億の林彪 新人物往来社 1971 

高田富佐雄（41)
アジアの十字路一香港 日本国際問題研究所 1965 共江頭数馬（44)

宮田一郎（41) 新華字典日本語版（訂正版） 光生館 1980 共／訳

宮田一郎（41) 現代日中辞典（改訂版） 光生館 1981 共

宮田一郎（41) 中国故事新篇 光生館 1982 共

宮田一郎（41) 普通話対照上海語・蘇州諸 上海語・蘇州語研究会 1984 共

宮田一郎（41) 上海語常用同音字典 光生館 1988 

牟田義彦（41) 三十三年ぶりに見た上海 ［牟田義彦］ 1980 

森原文雄（41) 壷中の天地 火の会 1981 

山本宏（41) 図書館教育小論集 山本宏 1987 

山本宏（41) やまびこ 山陰むすび会 1999 

大山茂（42) 大安社史 大安社史刊行会 1998 

日下部昇一（42) 北京の名菜店名料理 講談社 1984 

河野靖（42) 文化遺産の保存と国際協力 風響社 1995 

竹内義雄（42) 中国経済への視座 朝日新聞平和問題調査室 1973 

中野政満（42) j庖城はるか金城信隆さん ［中野政満 l 1997 

中俣富三郎（42) 中国経済はどう変ったか 弘文堂 1963 訳

西好隆（42) 日中憂国風雲録中国編 あさひ高速印刷出版部 2002 

樋口康（42) 独り語 ｛樋口康 l 1988 

姫宮栄一（42) 香港 中央公論社 1964 

藤島健一（42) タイ国に於ける華僑 国際印刷有限公司 1975 

藤島健一（42) 激動する戦争の裏ぱなし 藤島健一 1977 

三田良信（42) ーか八か 北国新聞社出版局 2006 

三宅武雄（42) 人生六O年の旅 三宅会 1982 

森重隆正（42) 歌集春敵 山口県短歌発行所 1968 

樽沼圭一（43) 武者峨 牧羊社 1989 

三木毅（43) 中国経済政策史 光明社 1996 

明昌保（43) 編集者の目 科学企画出版社 1985 

秋岡家栄（44) インド見たまま 朝日新聞社 1963 

秋岡家栄（44) 北京特派員（中文版） 万源図書公司 1976 

市川信愛（44) 長崎華商泰益号関係文書の研究（第 1 輯） 宮崎大学教育学部
1985 

社会経済研究室

江頭数馬（44) 核時代の中国 軍事研究社 1969 訳

江頭数馬（44) 中国政策 サイマル出版会 1969 共／訳

江頭数馬（44) 中国の世界 毎日新聞社 1973 共／訳
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江頭数馬（44) 現代中国の革命と建設 大東文化大学東洋研究所 1975 

江頭数馬（44) 七0年代政変期の中国 霞山会 1979 

江頭数馬（44) 中国の経済革命と現実 学文社 1990 

江頭数馬（44) 中国の移行経済とアジア ［不明］ (1998] 

江頭数馬（44) 中国の市場経済とアジア 太陽プロジェクト 2001 

大城立裕（44) 朝、上海に立ちつくす 講談社 1983 

大城立裕（44) 朝、上海に立ちつくす（中公文庫） 中央公論社 1988 

尾崎雄二郎（44) 漢字の年輪 角川書店 1989 

隈井要（44) 中国の会計 僚原 1987 

前田清蔵（44) 上海、同文書院、交通大学の思い出 ［前田清蔵 l [2004] 

本橋渥（44) 中国の経済 岩波書店 1958 訳

本橋渥（44) 現代中国経済論 新評論 1993 

五井一雄（45)
現代社会主義経済制度の

アジア経済研究所
1973-

共集権化と分権化（［正］・続） 1974 

富山栄吉（45) 日中問題入門 岩波書店 1962 共

針生誠吉（45) 中国の国家と法 東京大学出版会 1970 

樋本浩二（45) 文集残された記録（［l］・ 2) 樋本浩二 1997-
2001 

松山昭治（45) パンダの遺言状 竹内書店新社 1982 

松山昭治（45) これが現代中国人 竹内書店新社 1989 

猪俣政之助（46) 中国の飲食文化と滞中見聞録 猪俣政之助 1998 

菊池一雅（46) ケシをつくる人々 三省堂 1979 

江南香（不明） 中国共産党の十年 日本外政学会 1959 訳

415 


